
ＢＳ・ＶＳ合同野営≪ジャンボレット in  真狩≫ 

真狩スカウティング 

～野外生活に不自由なし～ 

 

１．  テーマ 

       友情と協力でより良いスカウティングを築く！！ 

 

２．  開催趣旨 

  この運動はスカウト自治の活動を提唱しながら、班制教育・個人責任・友情交流・

個人の熱意がおざなりになっているのが現実であります。この現象は決してスカウト

個人に責任は無く、スカウティングというジャンルの教育を提供している指導者に大

きな問題があります。スカウティングは最終的に個人の成長を促すために、班のスカ

ウト間で討議し考え、準備し、実行することにより、仲間意識・役割分担・評価反省

から今後のスカウト運動への展望を自治グループで考える力を養っていくことが重

要なことであります。 

スカウト達が班あるいは個人で考え、リーダーシップ・メンバーシップを育む事業

とします。 

 

３．  目的・内容 

・長期野営の中でスカウティングの基本となるキャンプ、ハイキング等を通してボー

イスカウトの本質的な楽しさを体験させる。 

 ・自隊では実施が難しくなっているプログラムプロセスにそった型での活動を行う。 

 ・ベンチャースカウトを中心とした班ごとのプログラムを展開、実施する。 

 ・食事の献立なども可能な限り班に任せる。 

    （班費を与え管理させ、その中で買い出し等も行う。） 

 ・指導者が与えるプログラムは最小限にとどめる。 

    （開会式、閉会式、プログラムの進め方、朝礼、営火等は指導者企画） 

 ・指導者はスカウトたちの考えたプログラムが安全に実施できるように支援、助言を

する。 

 

４． 会場   虻田郡真狩村字泉７５番地１  「ボーイスカウト真狩野営場」 

 

５． 会期   ２０１９年７月３１日（水） ～ ８月４日（日）  ４泊５日 



６． 日程 

１日目（７/３１）１２：００    運営スタッフ入場 

１４：００      参加者入場（班編成）・開会式・設営 

班プログラム企画・計画・準備 

２日目（８/１）  終日      班活動 

３日目（８/２）  終日      班活動 

４日目（８/３）  終日      班活動、営火 

５日目（８/４）          撤営・閉会式・退場（１１：００解散） 

         ※班長会議、配給会議、安全衛生会議等は必要に応じて行う。 

想定されるプログラム（野営工作、パイオニアリング、ハイキング、登山、野外料理等） 

７．  参加申込・参加資格 

・ 参加にあたっては別紙申込書により隊長の責任において申し込んでください。 

・ スカウトの参加資格は小学校６年生～高校３年生までとする。 

・ 各班のサポートとして各班に指導者１名を配属します。 

８．  参加申込期日 

  ２０１９年７月５日まで（期日厳守） 

９．  参加に要する経費 

  参加費  １０，０００円 

    申込と同時に下記口座に振り込んでください。 

    〔参加費納入先〕 北洋銀行本店営業部 普通預金 ００１４７８０ 

              ゆうちょ銀行 ０２７６０－５－７２３６ 

              【口座名】 日本ボーイスカウト北海道連盟 

※ 参加費納入後、個人の都合によるキャンセルについては返金できません。 

 

１０． 参加に要する装備 

    ・４泊５日のキャンプに必要な個人装備（食器、保険証、他） 

    ・４泊５日のキャンプに必要な班装備（テント、炊具、椅子、テーブル、 

フライテント、鉈）各隊にて一班（８名）が生活できる個数を用意して 

ください。地区内参加団で調整することも可能です。 

（参加人数によっては使用しない場合もありますのでご承知ください。） 

１１． 危機管理 

     キャンプ中に発生した自然災害、感染症の流行等の非常事態に対しては、事

業で定める危機管理体制により、参加者の避難、プログラムの中止等を含めて

危機に対応する。本事業のすべての参加者は、本事業の危機管理についての情

報を充分確認し、万全の体制で取り組む。 

     特に指導者、運営スタッフは参加スカウトの安全確保を基本に危機管理に対

応する。 



１２．安全管理・事故防止 

     参加者は自然の中での生活、プログラム諸活動は、危険との表裏一体である

ことを認識して、安全の三原則を厳守しなければならない。 

    〈安全の三原則〉 

      ・自分の安全は自分で守る 

      ・ルールを守る 

      ・安全を最優先にする 

 

１３．健康管理・個人衛生 

     参加スカウトは、各指導者の指導のもとに、健康管理と保健衛生に充分留意

する。熱中症等の発症予防と健康管理に対して充分な対応が必要である。 

     参加者自身による健康管理と、指導者による応急手当への備えを徹底する。 

 

１４．救護体制 

     外部の医療機関との連携をはかり、傷病の度合いにより搬送、受診ができる

よう手配を行う。 

 

１５．セーフ・フロム・ハーム 

     成人による、またスカウトとスカウトの間での、あらゆる、いじめ、虐待、

差別防止等への認識を促し、適切な行動を取ることを可能にするために、すべ

ての指導者、運営スタッフについては事前に研修を行う。 

 

１６．隊指導者の仕事 

・１２歳～１８歳での班の構成・班編成を行う。（上班・隊付含む） 

・スカウト達のプログラム企画に対する支援 

・ 班長訓練・班長会議について高校生年代が運営・支援をするための支援

を行う。 

 

１７．運営スタッフの仕事 

      ・スカウトの交流プログラムに想定される事前準備 

      ・コミュニケーションプログラム（営火等）の準備・運営 

      ・危機・安全・救護管理 

 

 

 



参 加 申 込 書 

地区              団 

 

氏名 性別 年齢 学年 所 属 備考 

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

    BS VS 指導者  

※指導者は年齢・性別記入、所属は〇で囲む 

 

申込責任者  連絡先 
携帯  

メール  

※ 入退場の手段は隊・団にて手配をお願いいたします。 

 

〔参加申込締め切り〕 ２０１９年７月５日（金）期日厳守 

〔申 込 先〕 北海道連盟ＦＡＸ ０１１－８１４－９３７７ 

           北海道連盟メール bs-hokkaido@douren.org 

 

 

mailto:bs-hokkaido@douren.org

